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私の生活設計

滋賀県立農業大学校教務課長 中村千代子

                (昭和41年卒)

 大学を卒業 して,か れ これ30年 になる。正式)'rは29年6ヶ 月。この間,様 々なことは

あ ったが楽 しく仕事を続けてきた。結婚 したときも,子 どもが誕生 した ときも仕事を辞

め ようと思 ったことはなか った。 これには夫の協力も,家 族 の協力 もあ ったが何 よ りも

自分の強い意志があったか らだ と思 っている。

 もともと,30年 間も勤め るつ も りはなか ったが仕事は悩みに突き当た った りは した も

のの楽 しか った し,さ らに人の寿命が延びてしまって私の生活設計を変更せ ざるを得な

くな ったからにす ぎない。

 私達の学生の頃は,女 性は結婚や出産を契機に家庭に入 るのが通例であ ったが,私 の

選んだ生活設計は人生60年 の1/3は 親 の保護を受けて成長 し,次 の20年 は 自分 の得た知

識や技術を社会に還元 し,最 後の20年 は余暇を楽 しみなが ら,自 分 の好 きなことを して

暮 らす とい うものであ った。 このためには男性に寄 り添 って生 きる生 き方 ではな く,男

性 と対等に,互 いに助け合い,力 を出 し合 って生 きていぎたい と考 えた。 そのためには

自ら経済的に も,精 神的に も,生 活的にも自立す ることが要求 され る。 そ して私は 「私

の考えを理解 し,協 力 して くれる人があれば結婚すればいい」 と考 えた のだ。今ではご

く当た り前 の考えなのだが,そ の頃,私 はずいぶん悩み,こ の結論に達す るまでに1年

くらいかかったよ うに思 う。大学3回 生,私 の実質的な成人式であった と思 ってい る。

これ以後私 の生 き方は大 き く変わ ることな く現在に至 っている。

 昭和41年,卒 業後,私 の選んだ仕事 は生活改良普及員(現 在,こ の資格試験 は都道府

県別にお こなわれてお り,就 職先は受験地に限 らず全 国共通の資格ですか ら,希 望す る

土地で受験可能です)。 地方公務員 として農家,農 村の生活改善指導を行 うものであっ

た。農繁期 の共 同炊事の献立作成,睡 眠を しっか り取 りましょうと改良寝間着や改良枕

の作製,台 所改善な ど衣食住 の指導に農家 に出かけていった。今では農家 の暮 らしも良

くな り個別農家 の指導は少な くな り,「地域の特産づ くり」や 「住 みよい町づ くり活動」

な どに変わ ってきている。家政学の範疇だけにとどまらない仕事になってきてはいるが

「生活者の視点」が不可欠であることに変わ りはない し,女 性の持 つ優 しさや,し なや
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か さが,今 後益 々必要になって くると思っている。

 今,私 は県立農業大学校 で若い学生たちを相手に仕事を している。 ここには,米 や野

菜,花,果 物がい っぽいあって私の生活を豊かに して くれる。 ともすれば若者 に敬遠 さ

れがちな農業に携わ りなが ら,学 生たちはいきいきと楽 しそ うだ。

 年齢を経 るごとに専門識か ら遠 ざか り,総 合的な仕事にこ携わることになるが 「生活者

の視点」「女性 の視点」 を大切に しなが ら仕事を続 けてい きたい と考 えてい る今 日この

頃であ る。


